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WEPA（アジア水環境パートナーシップ）事業

• in cooperation with 11 
countries in East Asia

• On Policies, Technologies, 
NGOs’ and CBOs’ activities 
and Sources of water-related 
information

• Japan ⇔ other EA countries 
Presentations at CSD, WWFs, 
UNSGAB) , Asia Pacific 
Water Summit

• Database⇒ Knowledgebase

• 水環境管理のための有用
な情報を収集整理し、関係

諸国と共有可能なデータ

ベースを構築する。

• 水環境分野における我が
国の取組について積極的

に情報発信する。

• 世界の水環境の課題整理、
世界の水環境保全に向け

た施策検討等の調査研究

を行う。

第一期事業の成果と意義、課題

• データベースの構築

• わが国の情報発信

• 施策検討などの調査
研究

• パートナーシップ・データベース
⇒パートナーシップの意味

• データベース
⇒解釈（テキストベース, 知識ベース）

• わが国の水環境政策とは？
⇒情報をどう理解してもらいたいのか

⇒何にどの様な価値があるのか

⇒誰がどう重宝するのか

• WEPAでしか出来ない調査研究とは？
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第二期事業に向けた考え方と展望

• 水環境対策の先進国としての経
験と技術を水環境問題を抱える

国々に伝え支援していくことが使

命

• 「グッドウォーターガバナンス」の
概念を推進するため、政策課題

分析とともに政策提言の策定等

を支援し水環境ガバナンスの強

化を図る

• 大学・研究機関と連携し、各国の
政策立案担当者の能力向上を支

援、自ら水環境政策課題の分析、

提言を行える人材を育成

• 経験と技術を伝え、支援する⇒
日本の経験とは何か？何を伝

え・支援することが求められて

いるのか？

• わが国のグッドウォーターガバ
ナンスとは？WEPAを通して推
進・支援し、強化を図るメリット

は？

• わが国の大学・研究機関の
キャパシティは？政策立案担

当者の能力は？

⇒相互に学びあう？

⇒アジアvs non-アジア

世
界
の
代
表
的
湖
沼

湖沼環境悪化の要因
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知識ベースを構築
１．プロジェクト・コアの編成
２．既存情報の知識ベース化作
業の継続、システム設計業務
委託検討開始
３．以下の分野のガバナンス研
究からインプット：
＊法制度、歴史地理、環境教
育、流域政策分析分野はス
タート
＊市民参加、農業政策、湖沼
動態、生活環境、財政分野は
検討中

（財）国際湖沼環境委員会

ガバナンス情報

滋賀大学 滋賀県立大学

湖沼流域ガバナンス研究手法概念図

（政策、制度、財政、参加・・・）
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流域政策研究フォーラムメンバーとして参画

流域政策研究フォーラム

①

③

⑧

②
⑤

④

⑥

⑦

湖沼流域調査とワークショップ

各地に現地ＰＴ編成

①諏訪湖、霞ヶ浦、手賀沼、印旛沼、

洞爺湖、支笏湖、宍道湖、浜名湖

②チニ湖（マレーシア）

③ラグナ湖（フィイリッピン）

④ペプシ湖（エストニア）

⑤フセインサガール湖（インド）

⑥韓国洛東江（韓国）

⑦ビクトリア湖、リフトバレー湖（ケニア）

⑧チャパラ湖（メキシコ）

１．プロジェクトの総括
２．知識ベースを構築
３．人社系をはじめとする幅広
い 体制で問題点を考究

１．流域政策研究フォーラムの運営

２．物質循環、水利用流域管理などの
面から問題点を考究

各国から選任された科学委員を通じて現地PTと連絡調整

プロジェクト・コア
委員１名がコアメンバーとして滋賀大支援科学委員と
現地プロジェクトチームを編成：湖沼流域調査

１．事務局機能分担
２．プロジェクトコアの支援
フォーラムを通した研究推進協力：
＊水環境政策、経済地理、環境経済学
について協力関係継続
＊新たに農業と環境、森林環境、面源
汚濁負荷対策、温暖化問題などは協
力の在り方を模索中

連
携
機
関
以
外
の
流
域
ガ
バ
ナ
ン
ス
関
係
者


